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「失敗もたくさん経験しました。

その中で得た学びは、財産です」
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「胸が張り裂けるようなつらい経験をした時こそ、人が変われる時」「胸が張り裂けるようなつらい経験をした時こそ、人が変われる時」──

対談中、過去を振り返りながら為永社長はそう口にした。対談中、過去を振り返りながら為永社長はそう口にした。

必死に事業に取り組む中で、周囲に目を向けられず、人を大切にできなかった。必死に事業に取り組む中で、周囲に目を向けられず、人を大切にできなかった。

その苦い経験は、社長が大きく成長するきっかけとなった。その苦い経験は、社長が大きく成長するきっかけとなった。

経験から学び、次に活かす。社長が真摯に仕事と向き合っているからこそできることだ。経験から学び、次に活かす。社長が真摯に仕事と向き合っているからこそできることだ。

そうして社長は、これからも前向きに歩み続けていく。そうして社長は、これからも前向きに歩み続けていく。
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─こちらには、色々な物が置かれてい
ますね！　絵やフィギュアなどもあっ
て、見ていて飽きないです。
　当社では、不用品回収として様々な物
をお引き取りしておりまして、これらは
その一部です。家具や家電、食器、衣類、
寝具、雑貨など様々な不用品に対応して
おります。不用品の処分は大変な作業で
すから、少しでも皆様のお役に立てたら

嬉しいですね。
─為永社長は、何故このお仕事をされ
ようと？
　私の経歴に沿ってお話しさせていただ
きますと、学業修了後は北海道にある携
帯電話や光通信の販売会社に入社しまし
て、代理店の管理や営業活動を担当して
おりました。その後、Web関連の事業が伸
びてきたことを受けて IT企業の営業職

に転職。人と話すことは得意ではなかっ
たのですが、結果としてそれが相手の話
を聞くことにつながり、お陰様で役職も
任せていただけるようになりました。本
社に異動して、会社の上場にも携わるな
ど、様々な経験をさせていただきました
ね。しかし、14年前に父が亡くなり母が
一人になってしまったため、北海道に戻
ることにしたのです。そして、いずれ独立

様々な経験を通して得た糧を活かし
未来を見据えて歩み続ける

片付けや遺品整理などを行う『みうらリサイクル』や、建設業をメインに手掛ける『ワー
クスワーク』を経営する為永社長。自身の失敗や経験から学びを得ながら、着実に事業展
開を進めてきた。本日は、そんな社長のもとをタレントのつまみ枝豆氏が訪問し、その半
生から今後の展開などを伺った。
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したいという思いもありましたから、こ
れを機に踏み切ることにしました。それ
が、現在の当社の前身になります。
─独立当初はどのような事業を？
　IT企業での経験を活かして、ネット古
本屋をスタートしたのです。何千軒とい
うお宅から古本を買い取り、ネットで販
売するというものでした。現在ではよく
見るかたちですが、その当時は珍しかっ
たと思います。そうしてたくさんの買い
取りをしているうちに、片付けのニーズ
が多いということに気づいたのです。遺
品などを整理したいものの、時間もない
し作業も大変ということで、困っている
方が多くいらっしゃったのですね。そこ
から、片付けに関わるビジネスをスター
トしたのです。それが、『みうらリサイク
ル』の始まりです。
─言われてみれば、遺
品整理という言葉を聞
くようになったのも最
近のことですね。
　ええ。ですから、ス
タート当時はどういう
仕事か知っていただく
所からでしたね。それで
も、ニーズは高かったの
で、不用品回収を始めて
から業績は右肩上がり
でした。

─古本の回収から新た
なビジネス展開に気づ
き、実際に行動に起こさ
れた。素晴らしい行動力
ですね。
　ありがとうございま
す。とはいえ、失敗もた
くさんしました。損をし
たこともありますし、何
よりも人を大切にできて
いなかった。“企業は人な
り”と言いますが、私は自

分や会社のことで精一杯で、働いてくれ
ている方々のことを考えられていなかっ
たのです。というのも、常に仕事があるわ
けではなかったので、継続的に人を雇う
のが難しかったのです。しかし、私はた
だただ営業をして無理に仕事を請け負っ
てしまいました。そして、来てくれた人
材を酷使してしまい、人が定着しなかっ
たのです。それを反省したことが、リサ
イクル業以外の事業に着手するきっかけ
となりました。別の事業柱があれば、安
定して人を雇えるようになりますし、適
材適所で一人ひとりの能力を活かすこと
もできますから。
─良いお考えだと思います。他の事業
というのは、どのような？
　ある時、マンションの内装を解体した
廃材を片付けてほしいというご依頼が

あったのです。実際にやってみると、これ
は当社で手掛けている仕事と似ていると
思いました。それに、建設業界は人手不足
だと聞いていましたから、少しでもお力
になれたらとの思いもありましたね。そ
れで、各種建設工事やプラント工事を手
掛ける『ワークスワーク』をスタートし
たのです。
─失敗から得た学びをどんどん活かし
ておられるのですね。常に先々を考えな
がら仕事と向き合っておられることが伝
わってきます。
　胸が張り裂けると言いますか、つらい
経験をした時こそ、人が変われる瞬間だ
と思います。今は、働いてくれている方々
が生活に困らないように会社を守ってい
くことが大切だと思っていますね。それ
もあって、従業員の方々が生涯にわたり、
本人が希望するような仕事を続けていけ
るような環境作りに努めていきたいと考
えております。実際、当社では若いメン
バーだけでなく、70代の方も活躍してお
られます。シニア世代の方々に活躍して
いただけると、人手不足の解消にも繋が
りますから、会社としても大変助かって
いる所です。ですから、今後も 20代から
70代まで、幅広い年齢層の方々が安心し
て働けるような体制作りを進めていきた
いですね。

 （2023年 7月取材）

「ご自身の失敗を真摯に受け止めて、経験
を次に活かしておられる為永社長。その姿
勢は、本当に大切なことだと思います。真
面目なお人柄でありながら、フィギュアや
絵を飾ってみたりなど、楽しむ心を忘れな
い。社長のように、純粋に仕事に取り組ん
でおられる方は他になかなかいらっしゃら
ないと思いましたね！」 つまみ枝豆・談

▼対談中、過去を振り返り、為永社長は次のように語った。

「リサイクル業を始めたばかりのころは、とにかく仕事を

取るのことに必死で、働いてくれている方のことを考えら

れていませんでした。『こんなに忙しくてはやってられな

い』と、その場で帰られてしまったこともあります。その

時は、一人で泣きながら（笑）作業をしましたね」。

▼そうした経験を経て、社長は働いてくれている人への感

謝を常々大切にしているという。建設業を手掛ける『ワー

クスワーク』を法人化したのも、福利厚生を整えたいとい

う思いからだった。

▼同じ轍を踏まないように自身の行動を反省し、次に活か

すその姿勢は、社長の大きな力と言えよう。
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